
ＮＯ．２２８     三田小山町西地区（組合施行）

計画地

1

2

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

地区幹線道路１
号

９．０m
〔１８．０m〕

約８０m -

区画道路１号
９m

[９m]
約１００m -

区画道路２号
９m

[９m]
約９０ｍ -

公
園

公園 - - 約２，５００㎡

北
街
区

- - １６５m、５５m ４．０m

南
街
区

- - １２５m、８０m ３ｍ、４．５ｍ

建築面積
北
街
区

約５，９００㎡ 約７９０戸

南
街
区

約４，７００㎡ 約５１０戸

建築敷地面積
北
街
区

約１０，９００㎡

南
街
区

約９，５００㎡

都市計画決定

約２．５ha 鉄筋コンクリート造、鉄骨造

北街区
A棟：地上４２階／地下１階
オフィス棟：地上８階／地下１階
南街区
B棟：地上３１階／地下１階
C棟：地上１６階／地下１階

北街区
A棟：約１６５ｍ
オフィス棟：約３７ｍ
南街区
B棟：約１２４ｍ
C棟：約６４ｍ

２　都市計画の内容

三田小山町西地区第一種市街地再開発事業 約2.5ha

(みたこやまちょうにし)

１　計画の概要

港区三田一丁目地内

計画の概要

　建物を共同化し、耐震性・耐火性に優れた建物とすることにより、防災上の課題を改善した安全・安心な
市街地を形成する。

　再開発が先行する隣接地区と一体的となった安全で快適な魅力ある複合市街地を形成することにより、
土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図る

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

既設（再整備）

拡幅

拡幅（隅切り）

新設

約４２，８００㎡

建築敷地の
整備

整備計画 備考

・道路境界より建物を後退させ、道路と
一体となった歩行者空間を整備する。・
周辺からの利用に配慮した広場を敷地
内に整備する。・古川の水辺を活かし
たオープンスペースを確保する。

-

-

主要用途

共同住宅、事務所、店舗

共同住宅、店舗

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約１０８，２００㎡（約７６，８００
㎡）

約６４，４００㎡

建築物の整備

街
区

建蔽率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

約７１，４００㎡（約４６，１００㎡）

平成２８年６月１７日　港区告示第１９４号



A 約０．３ha 700% 60% 200% ２００㎡ ４ｍ

B 約１．０ha 700% 40% 200% ２００㎡ ４ｍ

C 約１．２ha 500% 40% 200% ２００㎡ ４．５ｍ,一部３．０ｍ

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

年　月　日

平成３年５月

平成６年７月

平成１３年７月

平成２８年６月１７日

令和２年９月１０日

令和４年５月１８日

令和４年９月３０日

令和４年１２月２１日

令和５年１月４日

三田小山町西地区

平成２８年６月１７日　港区告示第１９３号

４　事業計画の概要

北:約 10,964㎡　   南:約 9,473㎡ 北:約53%　南:約53%

北:約106,960㎡　　南:約70,680㎡ 北:約688%　南:約498%

３　高度利用地区

地区名 面積
容積率の
最高限度

建蔽率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の位置
の限度

北：約309台
南：約197台

保育園 -

- -

令和2年9月10日　東京都告示第1167号
令和4年5月18日　東京都告示第745号（変更）
令和4年9月30日　東京都告示第1293号（変更）

約1,295億円

用途

住宅 -
住宅戸数

北：約742戸
南：約667戸オフィス -

店舗 -

駐車場

三田小山町西地区第一種市街地再開発事業事業認可

事業計画変更認可
事業計画変更認可
権利変換計画認可
権利変換期日

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

小山町街づくり協議会の発足

三田小山町第３・５地区市街地再開発準備組合設立

三田小山町地区地区計画の都市計画決定

三田小山町西地区第一種市街地再開発事業都市計画決定



６　位置図

７　区域図



8　完成予想図


